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1 彼らの研究成果については Borzaga and Defourny ed (2001) を参照。 
2 これらを対象とした研究の部分的なサーベイとして加藤 (2017) があげられる。 



































                                                     
4 Glaeser ed (2003) を参照。 
5 これも非営利組織を対象とした Glaeser and Shleifer (2001) の指摘と同様である。 
6 Bucconi, et al. (2017) では学業における不正と他者との信用の関係が分析されている。 















Besley, T. and Ghatak, M. (2017) “Profit with Purpose? A Theory of Social Enterprise”, 
American Economic Journal: Economic Policy, Vol. 9, No. 3, pp. 19-58. 
Borzaga, C. and Defourny, J. ed (2001) The Emergence of Social Enterprise, Routledge: 
London. 
Bucciol, A., Cicognani, S. and Montinari, N. (2017) “Cheating in Academia: The 
Relevance of Social Factors”, Working Paper Series Department of Economics 
University of Verona, No. 15. 
Frey, B. and Neckermann, S. (2017) “Prizes and Awards”, Handbook on the Economics of 
Reciprocity and Social Enterprises (Bruni, L. and Zamagni, S. ed), pp. 271-276, 
Edward Elgar: Cheltenham. 
Glaeser, E. L. ed (2003) The Governance of Not-for-profit Organizations, The University 
of Chicago Press: Chicago. 
Glaeser, E. L. and Shleifer, A. (2001) “Not-for-Profit Entrepreneurs”, Journal of Public 
Economics, Vol. 81, No. 1, pp. 99-115. 
Glaeser, E. L., D. Laibson, and B. Sacerdote (2002) “An Economic Approach to Social 
Capital”, Economic Journal, Vol. 112, No. 483, pp. F437-F458. 
加藤善昌 (2014) 「社会的企業のガバナンスに関する考察」, 『経済社会学会年報』, 第 36
巻, pp. 93-102. 
加藤善昌 (2015) 「『社会的企業』のステークホルダー」, 『六甲台論集』, 第 60巻, pp. 15-
27. 
加藤善昌 (2017) 「介護労働者を対象とした研究の展望：社会関係資本・内発的動機・組織」, 
『経済情報学研究』, 第 94巻, pp. 1-12. 
                                                     
8 以前は柗永 (2009) が社会的企業についての数少ない実証研究としてあげられていた。 
5 
 
松島みどり (2018) 「長時間労働とウェル・ビーイング ‐社会企業家を対象としたデータ
分析からの示唆‐」, 『厚生の指標』, 第 65巻, 第 4号, pp. 16-24. 
柗永佳甫 (2009) 「社会的企業の理論・実証分析」, 『大阪商業大学論集』, 第 5 巻, 第 1
号, pp. 535-551. 
 
付記 
 研究について助言をいただいている鈴木純准教授、永合位行教授 (いずれも神戸大学) に
感謝する。もちろん、本稿における誤謬はすべて筆者に帰す。 
また、本研究は JSPS科研費 (課題番号H1702505) の助成を受けたものである。 
